
紹
　
介

織
田
武
雄
著

『
古
地
図
の
世
界
』

　
本
書
は
学
界
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
い
読
者
層
に

地
図
史
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
名
著
『
地
図
の
歴

史
』
の
続
篇
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
早
や
新
聞
の

文
化
欄
な
ど
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
ロ
マ
ン
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
さ
そ
う
絵
解
き
」
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時
代
を
反
映
し
た
古

地
図
の
話
題
が
ぎ
っ
し
り
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
楽

し
い
」
等
々
の
書
評
は
、
こ
の
本
の
一
面
を
と
ら

え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書

は
単
に
関
連
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ひ
ろ
い
集
め
、
時

代
順
に
配
列
し
た
底
の
も
の
で
は
な
く
、
一
著
の

構
成
も
実
に
用
意
周
到
と
い
う
べ
き
で
あ
る
β

　
即
ち
第
一
章
「
世
界
図
の
発
達
」
で
は
、
十
八

世
紀
の
ク
ッ
ク
の
探
検
航
海
以
前
、
な
お
ひ
ろ
く

テ
ラ
　
イ
ソ
コ
グ
ニ
タ

未
知
の
土
地
に
覆
わ
れ
て
い
た
地
理
的
世
界
像
が
、

古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
ギ
リ
シ
ア
・
中
国
な
ど
の
「
中

華
的
世
界
図
」
、
キ
リ
ス
ト
教
系
・
イ
ス
ラ
ム
系
・

仏
教
系
の
「
宗
教
的
世
界
図
」
、
そ
し
て
プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
か
ら
大
航
海
時
代
以
後
に
い
た
る
「
科
学

的
世
界
図
」
に
整
理
し
て
概
観
さ
れ
、
自
ら
す
ぐ

れ
た
序
説
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う

け
て
第
二
章
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
世
界
図
」
、
第
三

章
「
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
世
界
図
」
と
、
古
代
を

代
表
す
る
作
品
が
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
が
、
た
と
え
ば
粘
土
板
の
前
者
の
写
真
は
、

高
校
の
世
界
史
や
地
理
の
教
科
書
に
も
ま
ま
載
せ

ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
す
で
に
馴
染
の
よ
う
に
錯
覚

し
が
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
；
長
し
て
、
自
分
が

今
ま
で
知
っ
て
い
た
の
は
、
本
章
の
タ
イ
ト
ル
だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
以
下
の
章
で
と
り
扱
わ
れ
る
例
え
ば
ヘ
レ
フ

ォ
ー
ド
図
、
例
え
ば
カ
タ
ロ
ニ
ア
図
な
ど
、
す
べ

て
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
読
者
の
多
く

は
、
こ
れ
ら
著
名
な
地
図
に
つ
い
て
、
初
め
て

「
百
科
事
典
」
や
「
地
理
学
辞
典
」
に
お
け
る
数

行
の
説
明
以
上
の
詳
説
に
出
会
う
の
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、
そ
れ
の
逐
一
を
紹
介
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
、
件
の
粘
土
板
図
が
単
純
古
拙
な
形
態
を

示
し
て
い
る
の
も
、
元
来
、
独
立
し
た
世
界
図
と

し
て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
サ
ル
ゴ
ソ
大
王

の
遠
征
諏
に
付
さ
れ
た
略
図
的
な
世
界
図
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
と
の
想
定
（
二
九
頁
）
や
、
本
図
の
ご

と
く
オ
ケ
ア
ヌ
ス
で
囲
ま
れ
た
中
世
の
世
界
図
と

の
類
似
を
、
　
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
の
宇
宙
観
が
ヘ
ブ

ラ
イ
人
を
通
じ
て
聖
書
に
も
強
く
反
映
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
」
　
（
三
二
頁
）
等
の
指
摘
が
印
象
的

で
あ
る
。

　
第
三
章
に
も
わ
れ
わ
れ
地
理
学
に
従
毒
す
る
者

に
、
斯
学
に
対
す
る
根
源
的
な
考
え
方
を
思
い
出

さ
せ
る
く
だ
り
が
あ
る
。
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
の
造

語
「
ゲ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ア
」
は
、
単
に
「
土
地
を
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
フ
　
ニ
　
ソ

載
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
　
「
図
で
描
く
」
と
い

う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
が
地
図
史
研
究
に
携
わ
り
、
ま
た
地
域
調

査
の
成
果
を
地
図
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
駈
以
も

こ
こ
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
も
ま

　
　
ゲ
ォ
グ
ラ
フ
イ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
グ
う

た
、
地
理
学
の
目
的
を
「
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
述
的

フ
イ
ア

地
理
学
と
区
別
し
て
、
既
知
の
世
界
、
す
な
わ
ち

オ
エ
ク
メ
ネ
全
体
を
統
一
体
と
し
て
図
表
化
す
る

こ
と
に
あ
る
」
と
見
倣
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二

章
で
は
ま
ず
、
こ
の
園
的
の
た
め
に
考
案
し
た
円

錐
投
影
法
を
は
じ
め
と
す
る
彼
の
地
図
作
成
法
に

つ
い
て
の
解
説
の
あ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ

カ
・
ア
ジ
ア
（
後
者
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
の
中
が

さ
ら
に
「
イ
マ
ウ
ス
山
脈
の
内
側
の
ス
キ
テ
ィ
ア
」

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
パ
ミ
ー
ル
通
過
路
」
「
セ
リ

カ
に
向
か
う
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
　
「
イ
ン
ド
」
　
「
東

南
ア
ジ
ア
」
　
「
イ
ン
ド
洋
の
諸
島
」
に
細
分
さ
れ

る
）
と
い
う
よ
う
な
地
誌
的
区
分
に
従
い
、
プ
ト
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介紹

レ
マ
イ
オ
ス
世
界
図
の
記
載
内
容
に
即
し
て
精
細

な
考
証
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
レ

フ
ォ
！
ド
図
・
カ
タ
ロ
ニ
ア
図
等
に
つ
い
て
も
共

通
す
る
こ
と
だ
が
、
記
載
の
個
々
の
情
報
源
を
探

り
、
他
の
史
料
と
比
較
し
、
ま
さ
に
博
引
勢
証
、

「
聖
書
」
を
は
じ
め
、
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
「
歴
史
」
、

「
山
海
経
」
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
「
博
物
誌
」
、
「
エ
リ
ェ

ト
ラ
海
案
内
記
」
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
」
、

玄
癸
「
大
唐
西
域
記
」
、
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
「
東
方

見
聞
録
」
な
ど
な
ど
が
縦
横
に
駆
使
さ
れ
、
　
〈
も

の
し
り
〉
の
薯
者
の
独
語
場
の
感
が
あ
る
。
し
か

も
論
述
に
従
っ
て
、
各
世
界
図
の
当
該
地
域
を
部

分
図
に
割
っ
て
、
原
図
の
写
真
と
そ
れ
に
照
応
す

る
幽
版
の
解
説
図
を
見
開
き
買
に
並
算
す
る
な
ど

心
憎
い
ぽ
か
り
の
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
が
情
報
の
限

ら
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、
貧
乏
に
地
理
的
知

識
を
蒐
集
し
、
そ
れ
を
つ
と
め
て
合
理
的
に
判
断

し
て
取
捨
選
択
せ
ん
と
し
た
態
度
と
、
著
者
の
粛

々
と
し
た
校
勘
の
姿
勢
と
が
重
な
り
合
っ
て
、
し

ば
し
読
者
を
一
種
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
酩
酊
に
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ
バ
　
ム
ソ
デ
イ

う
し
、
あ
る
い
は
、
中
世
の
世
界
図
を
前
に
ゴ
グ

・
マ
ゴ
グ
が
幽
閉
さ
れ
た
城
壁
よ
り
脱
出
し
て
キ

リ
ス
ト
教
世
界
を
劫
掠
す
る
日
へ
の
恐
れ
を
、
い

つ
し
か
読
者
も
く
中
世
に
生
き
る
人
々
V
と
共
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
こ
の
中
世
も
後
半
を
迎
え
、
ガ
レ

オ
ソ
船
や
カ
ラ
ヴ
ェ
ル
船
が
活
動
し
、
羅
針
盤
や

ボ
ル
ト
ラ
ノ
の
普
及
が
進
み
、
閉
さ
れ
て
い
た
ヨ

；
β
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
や
北
ア
フ
リ
カ
と
の
交
流
が

漸
く
さ
か
ん
と
な
る
第
五
章
の
叙
述
に
入
る
と
、

読
者
の
こ
こ
ろ
も
活
気
づ
い
て
く
る
よ
う
な
具
合

で
あ
る
。
こ
の
期
に
生
ま
れ
た
カ
タ
ロ
ニ
ア
図
を
、

著
者
は
「
ポ
ル
ト
ラ
ノ
を
基
礎
に
し
て
描
か
れ
た

ポ
ル
ト
ラ
ノ
型
世
界
図
で
あ
り
、
ま
た
ヘ
レ
フ
ォ

ー
ド
図
の
よ
う
な
中
世
の
世
界
図
と
大
航
海
時
代

に
発
達
す
る
世
界
図
と
の
過
渡
期
」
（
一
六
四
頁
）

に
あ
る
も
の
と
し
て
漢
詩
づ
け
る
。
つ
ま
り
こ
の

よ
う
な
時
期
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ど
の
よ
う
な

世
界
を
想
像
し
て
い
た
か
を
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
国
を

通
じ
て
偏
考
察
し
た
の
が
第
五
章
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
ヨ
…
μ
ッ
バ
中
心
の
世
界
像
の

変
遷
の
な
か
で
、
果
し
て
日
本
は
ど
の
よ
う
に
把

え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
i
折
し
も
か
か
る
疑
問

が
読
者
の
胸
に
浮
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
第
六
章

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
に
描
か
れ
た
大
航
海
時
代

の
日
本
」
が
く
る
。
こ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
地
理

書
に
登
場
す
る
ワ
ク
ワ
ク
か
ら
、
マ
ル
コ
・
ボ
ー

ロ
の
例
の
チ
パ
ソ
グ
、
ベ
ハ
イ
ム
の
地
球
嵩
上
の

配
本
像
を
経
て
、
以
下
、
ル
イ
シ
．
一
型
・
ガ
ス
タ

ル
ー
ア
イ
型
。
オ
ー
メ
ソ
脚
坐
等
々
よ
り
・
テ
ィ
セ
ラ
図

に
い
た
る
変
容
が
、
き
わ
め
て
要
領
よ
く
、
か
つ

適
確
に
語
ら
れ
る
。

　
第
七
章
～
第
十
二
章
は
、
あ
る
い
は
「
楽
し
い

古
地
図
の
話
題
」
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ

れ
ら
は
聖
ブ
ラ
ソ
ダ
ヌ
ス
諸
島
・
ア
ン
テ
ィ
リ
ア

島
な
ど
「
地
図
か
ら
消
え
た
島
」
（
第
七
章
）
、
ギ

リ
シ
ア
以
来
の
和
漢
洋
に
わ
た
る
ア
マ
ゾ
ン
伝
説

か
ら
「
好
色
一
代
男
」
の
「
女
護
島
」
に
い
た
る

「
女
人
国
物
語
」
（
第
八
章
）
、
す
で
に
プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
図
に
も
、
ま
た
「
南
州
異
物
志
」
や
「
灘

涯
勝
覧
」
な
ど
に
も
記
録
さ
れ
、
下
っ
て
は
メ
ル

カ
ト
ル
図
に
も
み
え
る
「
船
を
ひ
き
よ
せ
る
磁
石

島
」
（
第
九
章
）
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
風
神
像
な
ど

を
と
り
あ
げ
た
「
地
図
の
方
位
と
風
神
」
　
（
第
十

童
・
）
、
　
メ
ル
カ
ト
ル
地
図
帖
の
「
表
題
の
ア
ト
ラ

ス
は
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア

ト
ラ
ス
で
は
な
く
、
リ
ビ
ア
の
王
ア
ト
ラ
ス
を
指

し
て
い
る
こ
と
」
等
を
説
く
「
ア
ト
ラ
ス
の
歴
史
」

（
第
十
一
章
）
、
プ
レ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
期
に
お
け
る

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
新
大
陸
発
見
を
実
証
す
る

史
料
と
し
て
、
一
頃
、
問
題
に
な
っ
た
「
ヴ
ィ
ン

ラ
ソ
ド
・
マ
ッ
プ
」
　
（
第
十
二
章
）
と
興
味
あ
る

「
話
題
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
「
話
題
」
を
扱
っ
て
も
、
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著
者
の
地
味
な
語
り
口
は
一
向
に
か
わ
ら
な
い
。

い
さ
さ
か
の
気
取
り
も
含
ま
な
い
淡
々
と
し
た
調

子
で
、
入
念
な
考
証
が
持
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
末
に
は
各
章
の
参
考
文
献
が
付
し
て
あ
る
。

「
古
地
図
の
話
題
が
満
載
さ
れ
て
い
て
楽
し
い
」

と
い
う
巷
間
の
書
評
も
嘘
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ

う
に
感
じ
う
る
の
は
、
著
者
と
同
じ
く
ら
い
に

〈
調
べ
も
の
の
た
の
し
さ
〉
を
味
わ
っ
た
こ
と
の

あ
る
読
者
層
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
平

易
な
文
体
で
啓
蒙
書
を
装
い
な
が
ら
、
実
は
高
度

か
つ
高
踏
的
な
一
書
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
（
四
六
判
　
三
一
五
頁
　
一
九
八
一
年
十
二
月

　
　
　
講
談
社
　
　
一
四
〇
〇
円
）

　
　
　
（
矢
守
一
彦
　
大
阪
大
学
文
学
部
教
授
）

　
登
　
録
一
1
締
切
本
年
七
月
末
日
。

　
登
録
料
1
…
昭
和
五
八
年
七
月
三
〇
日
ま
で
に

　
　
納
入
の
場
合
、
三
万
円
。
そ
れ
以
後
、
四
万

　
　
円
。

　
部
　
会
i
「
前
近
代
の
歴
史
的
都
市
」
ほ
か

　
　
一
三
テ
ー
マ
。

　
な
お
、
参
加
御
希
望
の
方
は
、
登
録
申
込
書
・

学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
に

お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

　
〒
一
〇
一
　
束
京
都
千
代
田
区
西
神
田
ニ
ー
四

　
　
－
一
　
東
方
学
会
会
館
内

　
第
三
一
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科

　
　
学
会
議
　
運
営
委
員
会
事
務
局

　
　
（
雷
｝
話
○
～
ニ
ー
二
六
二
…
七
二
二
一
～
一
二
）

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
刊
行
の
〃
ズ
レ
”
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
も
御
多
分
に
も
れ
ず
、

い
さ
さ
か
〃
ズ
レ
”
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
“
ズ
レ
”
の
ほ
か
は
、
書
評
が
幾
分
少
な
い

と
は
い
え
、
編
集
は
お
お
む
ね
順
調
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の

御
支
援
に
よ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
（
西
山
）
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会
　
　
告

　
第
三
一
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科

学
会
議
（
略
称
C
I
S
H
A
A
N
、
ま
た
は
国
際

東
洋
学
会
議
）
が
左
記
の
要
項
に
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
会
　
期
－
昭
和
五
八
年
八
月
三
一
日
（
水
）
～

　
　
九
月
七
日
（
水
）
。

　
会
　
場
i
（
東
京
）
国
立
劇
場
ほ
か
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
）
国
立
京
都
国
際
会
館
。

編
　
集
　
後
　
記

　
『
史
林
』
第
六
五
巻
第
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
に
は
、
現
代
史
・
国
史
・
西
洋
史
の
論
説
・

研
究
ノ
ー
ト
と
、
書
評
・
紹
介
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
史
料
の
精
緻
な
読
解
・
借
地
の
調
査
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
な
ど
、
ま
こ
と
に
多
彩
な
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
充
分
に
御
検
討
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
編
集
後
記
を
通
覧
し
ま
す
と
、

一
九
八
二
年
四
月
二
五
日
印
刷

一
九
八
二
年
五
月
一
日
発
行

史
発
行
人

印
刷
所

　
　
　
　
　
　
定
価
九
〇
〇
円

林
　
　
　
（
第
占
ハ
五
巻
餓
出
二
昼
マ
）

京
都
市
庄
京
区
吉
瞬
本
町

京
都
大
学
文
学
部

　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
－
五
一
五
五
番

　
理
菓
長
　
　
樋
　
口
　
隆
　
康

　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社


